
　特集 第39回全農酪農経営体験発表会開催
最優秀賞・優秀賞受賞者概要と審査講評
　第15回 全農学生「酪農の夢」コンクール
受賞作品紹介
受賞者座談会

　系統乳業紹介
酪王協同乳業株式会社
　日本酪農の展望　第2回
持続可能な酪農産業を目指して
　新商品のご案内
乳飲料「ミルクティー」

2

7

10

12

14

冬号



オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
か
ら
参
加
。
さ
ら
に
発

表
作
品
も
事
前
に
収
録
し
当
日
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
配
信
し
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
先
進
技
術
の
積
極

的
な
導
入
、
技
術
水
準
、
収
益
性
が
優
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
大
学
時
代
か
ら
研
究
し

て
き
た
経
営
理
念
に
従
い
、
経
営
を
改
善
し

続
け
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、
埼
玉

県
・
松
本
陽
一
さ
ん
・
聡
美
さ
ん
の
作
品

「
埼
玉
県
狭
山
市
『
松
本
牧
場
』
に
お
け
る

総
合
的
評
価
／
粗
飼
料
自
給
率
向
上
が
及
ぼ

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
全
国
か
ら
参
加

　

全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
は
、
農
協
・

経
済
連
・
全
農
県
本
部
が
推
薦
す
る
優
秀
な

酪
農
経
営
者
を
選
定
・
表
彰
し
、
そ
の
経
営

内
容
・
経
営
技
術
等
の
成
果
を
広
く
紹
介
す

る
こ
と
で
、
酪
農
経
営
の
安
定
・
発
展
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
農
・
齊
藤
良
樹
常
務
理
事
は
開
会
の
挨

拶
で
、「
現
在
、

日
本
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感

染
状
況
は
小

康
状
態
に
あ

る
が
、
世
界

で
は
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
今
回
は
実
出
席
と
ウ
ェ
ブ
出
席

を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
し
た
」

と
今
年
度
の
開
催
方
式
の
変
更
に
つ
い
て
説

明
し
た
上
で
、「
本
日
の
発
表
が
皆
様
の
経
営

改
善
に
役
立
つ
も
の
に
な
れ
ば
幸
い
」
と
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

小
林
信
一
審
査
委
員
長
（
静
岡
県
立
農
林

環
境
専
門
職
大
学
短
期
大
学
部
生
産
科
学
科

教
授
）は
、

「
今
回
、開

催
で
き
た

こ
と
を
本

当
に
う
れ

し
く
思
う
。

オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
っ
て
む
し
ろ
全
国
の
方
々
に
視
聴
い

た
だ
け
る
の
で
は
」
と
プ
ラ
ス
の
側
面
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
「
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の

新
し
い
試
み
と
し
て
現
地
審
査
は
酪
農
家
・

関
係
者
の
協
力
の
下
、
リ
モ
ー
ト
で
行
っ
た

が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
た
よ
う
な
心
持
ち

で
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
審
査
方
法

の
変
更
を
紹
介
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は

埼
玉
県
の
松
本
陽
一
さ
ん
・
聡
美
さ
ん

　

発
表
作
品
は
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
さ
れ

た
作
品
を
対
象
と
し
て
書
類
審
査
２
回
、
現

地
審
査
（
リ
モ
ー
ト
）
１
回
に
よ
り
選
定
し
、

最
終
審
査
に
残
っ
た
６
名
の
酪
農
家
が
、
発

表
会
当
日
、
与
え
ら
れ
た
20
分
の
時
間
の
中

で
自
ら
の
経
営
概
要
や
酪
農
に
か
け
る
想
い

な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

　

今
回
は
感
染
防
止
の
た
め
出
席
者
は
発
表

者
と
そ
の
関
係
者
の
み
と
し
、
一
部
の
方
は

す
影
響
〜
大
学
時
代
の
研
究
を
実
践
し
て
15

年
〜
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
者
の
挨
拶
で
松
本
さ
ん
は
「
う
ち
は
子
供

に
し
っ
か
り
教
育
費
を
か
け
る
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
や
っ
て
い
る
牧
場
。
今
日
こ
こ
に

立
っ
て
い
る
の
も
父
母
の
お
か
げ
」
と
ご
両

親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
上
で
、「
嵐
が

過
ぎ
去
っ
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
る
酪
農
家
で

あ
る
よ
う
に
、
日
々
の
管
理
と
経
営
に
注
力

し
な
が
ら
情
勢
に
対
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
り

続
け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
は
（
以
下
発
表
順
）
、
茨
城
県
・

鈴
木
昇
さ
ん
・
と
も
え
さ
ん
、
福
井
県
・
萱

森
健
太
さ
ん
、
岩
手
県
・
清
水
繁
勝
さ
ん
・

文
子
さ
ん
、
高
知
県
・
高
橋
悠
さ
ん
・
彩
希

さ
ん
、
福
岡
県
・
藤
野
和
有
基
さ
ん
・
由
紀

さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
審
査
委
員
特
別
賞
と
し
て
２
作
品
が

選
定
さ
れ
、
O
P
U

-
I
V
F
用
施
設
を
地

域
の
酪
農
家
に
提
供
す
る
と
い
う
新
し
い
技

術
普
及
や
支
援
の
あ
り
方
を
提
示
し
た
岩
手

県
・
清
水
さ
ん
に
「
先
進
技
術
普
及
地
域
貢

献
賞
」
が
、
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
や
従
業
員

の
労
働
環
境
改
善
の
取
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
た
福
岡
県
の
藤
野
さ
ん
に
「
人
と
ウ
シ
に

や
さ
し
い
経
営
者
賞
」
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
さ
れ
た
方
々
の
牧
場
の
様
子
は
今

後
本
誌
フ
ァ
ー
ム
レ
ポ
ー
ト
で
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

●
学
生
と
酪
農
家
が
同
じ
壇
上
で

　

酪
農
経
営
体
験
発
表
会
と
併
せ
て
、
第
15

回
「
全
農
学
生
『
酪
農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
最
優
秀
賞
作
品
発

表
・
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
茂

木
千
波
さ
ん
（
北
海
道
岩

見
沢
農
業
高
等
学
校
畜
産

科
学
科
3
年
）
の
作
品

「
乳
で
広
が
る
無
限
の
可

能
性
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
の
後
、
茂
木

千
波
さ
ん
ほ
か
３
人
の
優

秀
賞
受
賞
者
と
発
表
会
に

参
加
し
た
酪
農
家
６
名
に

よ
り
座
談
会
を
実
施
。

「
酪
農
の
夢
」
の
実
現
に

向
け
て
小
澤
壯
行
審
査
委

員
に
よ
る

進
行
の
も

と
、
酪
農

の
や
り
が

い
や
日
頃

の
疑
問
、

取
り
組
む

べ
き
こ
と

な
ど
に
つ

い
て
意
見

を
交
わ
し

ま
し
た
。

（
表
彰
式

と
座
談
会
の
模
様
は
本
誌
７
ペ
ー
ジ
）

　

最
後
に
全
農
・
齊
藤
常
務
は
、「
地
域
実
態

に
即
し
た
取
組
み
に
よ
っ
て
堆
肥
を
有
効
活

用
し
た
自
給
飼
料
生
産
や
先
進
技
術
を
活
用

し
た
有
料
後
継
牛

の
確
保
な
ど
今
後

の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
る
発
表
内

容
で
あ
っ
た
、
ま

た
夢
コ
ン
に
ご
応

募
い
た
だ
い
た
学

生
の
皆
さ
ん
と
ご

指
導
さ
れ
た
先
生

方
に
感
謝
し
つ

つ
、
夢
の
実
現
を

心
か
ら
願
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
、

発
表
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

第
39
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
開
催

第
39
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
開
催

特
集

Ｊ
Ａ
全
農
は
、
11
月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
経
ホ
ー
ル
で
「
第
39
回
全
農
酪
農

経
営
体
験
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
る
中
止
を
挟
ん
で
２
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
日
々
の
努
力
に
よ
り
優
秀

な
経
営
成
績
を
維
持
し
た
６
名
の
酪
農
家
が
、
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
先
進
的
な
経
営
内

容
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
第
15
回
「
酪
農
の
夢
」
コ
ン
ク
ー
ル
」
授
賞
式
も
併
催
さ
れ
、
受
賞
作
品
の
発
表
と
受

賞
者
ら
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発表は事前に収録された動画で

最優秀賞は埼玉県・松本陽一さん・聡美さんの作品
「埼玉県狭山市『松本牧場』における総合的評価
粗飼料自給率向上が及ぼす影響～大学時代の研究を実践して15年～」が受賞

受賞者を代表して挨拶をする松本陽一さん

「酪農の夢」コンクール最優秀賞は岩見沢農業高校3年・茂木千波さん

学生が夢の実現に向けて、日頃の疑問を酪農家にぶつける座談会

「発表が皆様の経営改善に役立
つものになれば幸い」と全農・
齊藤良樹常務

「オンライン開催によってむしろ全
国の方々に参加いただけるので
は」と小林信一審査委員長



審
査
講
評

　

自
給
飼
料
へ
の
こ
だ
わ
り
と
人
・
牛
・
土
地
の

バ
ラ
ン
ス
を
軸
と
し
て
持
続
可
能
な
酪
農
を
目
指

す
と
い
う
確
固
た
る
経
営
理
念
の
も
と
、
一
貫
し

た
経
営
行
動
を
と
っ
て
い
る
点
に
審
査
員
一
同
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
約
８
ha
の
畑
地
を
借
地
す
る
な
ど

飼
料
生
産
基
盤
の
安
定
化
・
拡
大
を
図
り
良
質
飼

料
確
保
に
努
め
、
乳
飼
比
31
％
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
農
地
集
積
に
よ
る
循
環
型
酪
農
を
目
指
し
、

消
臭
対
策
な
ど
都
市
近
郊
酪
農
の
モ
デ
ル
に
な
り

得
る
経
営
で
す
。

　

ま
た
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
や
体
型
審
査
、
生
乳
中

脂
肪
酸
情
報
の
活
用
な
ど
高
度
な
取
組
み
に
よ
っ

て
個
体
能
力
の
高
い
牛
群
を
作
り
出
し
経
産
牛
30

頭
規
模
で
所
得
率
26
％
、
1
千
万
円
以
上
の
所
得

を
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
異
的
で
あ
り
ま
す
。

　

省
力
化
、
作
業
の
効
率
化
に
注
力
し
、
そ
の
た

め
に
牛
舎
施
設
の
工
夫
だ
け
で
な
く
飼
料
生
産
の

ト
ラ
ク
タ
ー
、
育
成
預
託
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
地
域
の
組
織
や
関
連
施
設
を
割
り
切
っ
て
利
用

し
て
、
３
年
間
約
２
千
万
円
の
所
得
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
Ｏ
Ｐ
Ｕ

‒

Ｉ
Ｖ
Ｆ
用
に
作
っ
た
施
設
を
地

域
の
酪
農
家
に
提
供
す
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

経営の特徴
経営の特徴

経営の特徴

経産牛：36頭
経営形態：酪農専業
労働人数：４

で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。全農　体験発表会 検 索

審
査
講
評

　

借
地
19
ha
を
含
む
42
ha
の
農
地
で
自
給
飼
料
生

産
を
行
い
、
乳
飼
比
は
３
0
・
７
％
と
作
品
中
最

低
で
し
た
。
経
産
牛
１
頭
あ
た
り
の
乳
量
は
１
万

kg
近
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
つ
つ
、
乳
成
分
、
体
細

胞
数
も
良
好
で
す
。
ま
た
分
娩
間
隔
は
安
定
的
に

短
い
な
ど
繁
殖
成
績
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　

体
格
審
査
は
好
成
績
で
、
牛
体
は
清
潔
に
保
た

れ
、
牛
床
や
繋
留
方
式
に
も
ア
イ
デ
ア
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

審
査
講
評

　

30
ha
の
水
田
借
地
を
行
い
、
福
岡
県
で
は
じ
め

て
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
を
立
ち
上
げ
て
飼
料

稲
、
W
C
S
な
ど
自
給
飼
料
生
産
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
様
な
微
量
資
源
を
有
効
活

用
し
て
い
る
点
が
優
れ
て
い
ま
す
。
実
需
者
の
要

望
に
応
え
た
堆
肥
製
造
に
よ
り
副
産
物
か
ら
も
収

益
を
得
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ノ
ム
評
価
や
Ｏ
Ｐ
Ｕ

‒

Ｉ
Ｖ
Ｆ
な
ど
先
進
技

術
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
へ
の
取
組
み
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
Ｗ
Ｃ
Ｓ
活
用
を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
西
南
暖
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
乳
量
を
維
持
さ

れ
て
い
ま
す
。

松本　陽一さん

聡美さん

経産牛：81頭
経営形態：乳肉複合経営
労働人数：５

清水　繁勝さん

文子さん

優
秀
賞
・
先
進
技
術
普
及
地
域
貢
献
賞

優
秀
賞
・
先
進
技
術
普
及
地
域
貢
献
賞

経産牛：105頭
経営形態：酪農専業
労働人数：１

藤野　和有基さん
優
秀
賞
・
人
と
ウ
シ
に
や
さ
し
い
経
営
者
賞

優
秀
賞
・
人
と
ウ
シ
に
や
さ
し
い
経
営
者
賞

埼
玉
県
狭
山
市
『
松
本
牧
場
』
に
お
け
る
総
合
的
評
価

粗
飼
料
自
給
率
向
上
が
及
ぼ
す
影
響
〜
大
学
時
代
の
研
究
を
実
践
し
て
15
年
〜

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

余
暇
を
楽
し
む
〝
自
然
体
〞
酪
農
〜
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
〜

「
牛
・
人
・
街
」
に
や
さ
し
い
酪
農

〜
理
想
の
酪
農
経
営
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
〜

まつもとしみず

ふじの かずゆき

しげかつ

あやこ さとみ

　本発表会の審査基準としては飼養管理技術水準、経営の発展性、収益性、営農と生活の調和、共同活動、地域
への貢献、その他を数値で評価し、それらが総合的に高い経営を最優秀賞とすること、となっています。
　今年度からは、皆様からのご意見も取り入れ各項目をさらに細分化して得点をつけ、総合評価を行うようにし
ました。総合的な評価であるため、酪農所得の多寡や技術水準の高さだけなく地域や酪農界への貢献、あるいは
ワーク・ライフ・バランスといった点も重視しています。
　「数値化＝客観的である」と考えられがちですが、立地や経営理念が異なる経営においては評価が難しい点でも
あります。たとえば高泌乳を必ずしも重視しない経営があるといった点です。審査においては数値を重視しなが
ら、それだけでは評価が難しい定性的な評価も含め、作品の先進性や普及性を総合的に審査しています。今回の
審査方法の見直しの議論の中で審査委員は総合的に評価することの難しさと重要さを改めて実感しました。
　また今回、審査委員会のなかで、酪農家をサポートするJAなど関係機関を対象とした賞を設けたいという意見
がありました。酪農家が減少を続ける中で地域の酪農家や農業の維持発展に尽くしている関係機関のご苦労は大
変なことと拝察いたします。その重要性は非常に高まっており、酪農経営の支援を行うJAなど関係者に対する賞
をぜひ設けていただきたいと審査員一同は考えています。

■地域貢献を第一に考え持続可能な酪農を追求

■ゲノミック評価とOPU‒IVFの移植により、生涯生産乳量・乳質・産次数・種付
回数にこだわった後継牛確保

■自ら農協青年部や関係機関に働きかけ、福岡地域で初のコントラクター組織を設
立

■一般的な定説にとらわれない、牛と関わりながら辿り着いたカウ・コンフォート
を取り入れ、牛の生産性向上を図る

■耕種農家、農協、ホームセンターの意見を取り入れた良質な堆肥作り・販売

■多種の未利用資源を活用したTMRでの自家配合により、栄養管理の安定化と飼
料費の削減を図る

■都心から約40kmの狭山市で遊休農地を活用し循環型農業を実践。後継牛の自家産100％、
搾乳牛の粗飼料自給率は90％を超え、都市近郊でありながら足腰の強い経営を実践。

■大学時代に牧場経営を「経済性・エネルギー・余剰窒素・家畜の健康状態・人間の満足
度」の5つの基準で総合的に評価する研究を行い、自給飼料の品質と窒素負荷、家畜の健康
状態が経営に影響すると考え、粗飼料生産に力を入れている。

■自給飼料の品質改善により就農から15年で1頭あたり年間平均乳量が約2,000kg向上。

■ゲノム検査や牛群検定を活用し、少ない飼料で効率的に産乳する牛群を目指して改良に取
り組む。県と検定組合の協力を得て高能力牛導入事業を立ち上げ、北海道より5頭の優良高
能力牛を検定組合に導入。受精卵技術を用い県内に高能力牛を増やす計画を立ち上げ、松
本牧場に係留の牛がNTPトップ100位以内の評価を得ている。

■県酪農教育ファーム推進員会による「わくわくモーモースクール」並びにJAいるま野によ
る出前授業「わくわくアグリスクール」等、酪農理解醸成活動に積極的に参加している。

■作業の効率化、軽労化を図ることでゆとりのある生活と酪農経営を両立し
ている。

■植樹、遮熱ペンキの塗布、トンネル換気、細霧装置による暑熱対策を講
じ、年間を通じて乳量、乳質とも高い水準の牛群となっている。

■妊娠鑑定時の雌雄判定による後継牛の計画的な確保や、OPU‒IVF卵による
乳牛改良、和牛生産をするなどハイレベルな繁殖管理を実践している。ま
た、OPU‒IVF卵を地域で利用するために採卵専用施設を整備する等、地域
酪農への貢献度が高い。

■牧場には地域の酪農仲間、飼料・機械メーカー等多くの関係者が訪れ、情
報交換を行っている。

●審査委員長
　小林　信一（静岡県立農林環境専門職大学短期大学部生産科学科教授）

埼玉県

よういち

岩手県

福岡県

全体講評



審
査
講
評

　

求
め
る
酪
農
像
が
〝
乳
房
炎
ゼ
ロ
〞
と
い
う
具
体
的
目
標
に
集
約
さ

れ
、
一
貫
し
た
考
え
、
徹
底
し
た
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

牛
歩
の
導
入
に
よ
っ
て
適
期
受
精
を
実
施
し
、
種
付
回
数
を
低
め
、

自
家
育
成
率
１
０
０
％
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
乳
量
水
準
が
高
く
、
所

得
率
21
％
、
２
千
６
百
万
円
の
所
得
と
収
益
性
も
良
好
で
す
。

　

奥
様
に
よ
る
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
家
族
の
中
で

よ
く
分
担
協
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
ボ
ン
カ
レ
ー
の
看
板
や
和

室
の
欄
間
を
牛
舎
に
配
置
す
る
な
ど
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
す
て
き
な

家
族
経
営
で
し
た
。

審
査
講
評

　

酪
農
家
が
少
な
い
福
井
県
で
第
三
者
継
承
に
よ
り
新
規
参
入
を
果
た

し
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
や
エ

コ
フ
ィ
ー
ド
な
ど
を
利
用
し
労
力
的
に
余
裕
の
あ
る
経
営
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
大
き
な
投
資
は
な
く
牛
舎
取
得
費
用
は
す
で
に
返
さ
れ
、
経

営
継
承
時
の
借
り
入
れ
も
着
実
に
償
還
す
る
な
ど
、
堅
実
な
経
営
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
み
な
ど
従
来
に
な
い
視
点
で
生
乳

生
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

経産牛：36頭
経営形態：酪農専業
労働人数：2

萱森　健太さん

経産牛：80頭
経営形態：酪農専業
労働人数：４

高橋　悠さん

彩希さん

審
査
講
評

　

お
い
し
い
牛
乳
、
乳
製
品
を
追
求
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
に
感
銘
し
ま

し
た
。
六
次
化
に
よ
る
消
費
者
と
の
直
接
的
な
交
流
、
耕
作
放
棄
地
の

活
用
や
借
地
約
９
ha
で
の
国
産
コ
ー
ン
な
ど
の
自
給
飼
料
生
産
の
重

視
、
匂
わ
な
い
堆
肥
製
造
や
有
機
農
家
の
ホ
エ
イ
の
無
償
配
布
な
ど
、

地
域
や
社
会
を
意
識
し
た
経
営
の
あ
り
方
は
高
く
評
価
し
た
い
点
で
す
。

　

消
費
者
に
こ
だ
わ
り
の
牛
乳
・
乳
製
品
を
届
け
る
た
め
、
多
少
の
所

得
の
減
少
や
労
働
時
間
の
増
大
を
厭
わ
な
い
と
い
う
考
え
に
感
銘
す
る

一
方
で
、
持
続
可
能
性
と
い
う
面
か
ら
こ
の
点
は
少
し
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。全農　体験発表会 検 索

■第三者継承で経営移譲し、美浜町唯一の若手酪農家として「農工商連携」に
取り組むなど地域活動の振興に寄与している。

■牛舎の整頓・作業の絞り込みによって1日の実質労働時間が5～6時間と他の
酪農家に比べても少なく抑えられており、無理のない酪農経営が実践できて
いる。

■ビール粕や廃棄のポップコーンをエコフィードとして活用し、濃厚飼料のコ
スト削減と環境負荷の低減に努めている。

■フリーバーン牛舎では四国管内トップクラスの乳房炎の少なさを誇る

■新たに導入した縦型コンポストで堆肥処理を行い、将来的には敷料・お
がくずの購入をなくすことを目指している。

■配偶者は酪農未経験だったが、今では朝晩の搾乳や会計事務等を担当
し、夫婦で協力して酪農に取り組んでいる。また牧場の魅力をインスタ
グラム等のSNSを用いて広く情報発信し、従業員募集等につなげている
ほか、「高知県農村女性リーダーネットワーク」に所属し、積極的に地
域農業の情報を発信している。

■外部からの借入金はなく、無借金経営を実現

経産牛：30頭
経営形態：複合経営
労働人数：4

鈴木　昇さん
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

経営の特徴

経営の特徴

経営の特徴

地
域
の
高
感
度
な
消
費
者
と
共
に
歩
む
酪
農

新
規
就
農
で
受
け
継
い
だ

酪
農
経
営
と
地
域
の
絆

乳
房
炎
ゼ
ロ
へ
の
飽
く
な
き
探
求
心

夫
婦
二
人
三
脚
で
切
り
開
く

地
域
と
酪
農
の
明
る
い
未
来

■「牛の健康は土づくりから」という考えのもとに酪農経営を実践。より安全・
安心を追求し、化学肥料や農薬を使用しない自給飼料生産を確立している。

■自農場の乳牛の糞尿から臭わない良質な発酵堆肥作りを行う循環型酪農を実践
している。

■牧場内の工房で生産している牛乳乳製品の販売を通して「牛が健康であれば牛乳
は美味しい」ことを実感してもらい、地元のファンやリピーターを獲得している。

■安全で安心な生乳生産を追求するため、濃厚飼料はNon‒GMを基本とした自家
配合を利用している。

たかはし

かやもり けんた

すずき のぼる

さき

ゆう

茨城県

福井県

高知県

茂
木
さ
ん
は

「（
自
分
の
夢
を
）

実
現
す
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
考
え

て
私
な
り
の
意

見
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
茂

木
さ
ん
が
ブ
ラ

ウ
ン
チ
ー
ズ
を

知
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
食
品
科

学
科
の
三
浦
孝
之
准
教
授
も
駆
け
つ
け
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
花
束
と
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
、
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
入
賞
者
の
皆
さ
ん
と
御
指

導
の
先
生
方
、
発
表
会
に
参
加
し
た
６
名
の

酪
農
家
、
さ
ら
に
審
査
委
員
の
小
澤
壯
行
先

生
も
交
え
て
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
座
談

会
の
模
様
は
本
誌
９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
第
39
回
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」
第

二
部
と
し
て
「
第
15
回
全
農
学
生
『
酪
農
の

夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
発
表
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
全
国
の
高
校
・
大
学
・
大
学
校
か

ら
多
く
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
酪
農
経
営
体

験
発
表
会
と
同
じ
審
査
委
員
に
よ
り
受
賞
作

品
を
決
定
。
当
日
は
優
秀
賞
以
上
の
受
賞
が

決
ま
っ
た
４
名
に
来
場
い
た
だ
き
、
執
筆
し

た
学
生
と
事
前
に
収
録
し
た
各
作
品
の
冒
頭

部
分
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
・
小
澤
壯
行
先
生
に
よ
る
各
作

品
の
講
評
の
後
、
最
優
秀
作
品
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
選
出
さ
れ
た
の
は
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校

３
年
・
茂
木
千
波
さ
ん
の
作
品
「
乳
で
広
が

る
無
限
の
可
能
性
」
で
す
。

　

改
め
て
作
品
の
全
文
が
発
表
さ
れ
た
後
、

　

座
談
会
の
最
後
、
小
澤
先
生
は
「
将
来
、

皆
さ
ん
が
第
一
線
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
作
文
に
書
い
た
こ
と
を
思
い
返
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
、
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
非
常
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
受
賞
９

作
品
を
選
ぶ
の
に
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

岩
見
沢
農
業
高
校
の
茂
木
さ
ん
は
ブ
ラ
ウ

ン
チ
ー
ズ
の
製
造
と
利
用
を
基
軸
と
し
て
、

大
き
く
国
際
貢
献
へ
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
か
く
暗
く
語
ら
れ
が
ち
な
私
た

ち
の
未
来
を
明
る
い
も
の
と
し
て
自
由
に
論

じ
た
作
品
で
す
。

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大

学
校
の
菅
野
泰
夢
さ
ん
は
ご
実
家
が
酪
農
経

営
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
東
日
本
大
震

災
の
原
発
事
故
に
よ
り
経
営
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
ご
本
人
が
酪
農
を
再
開
す

る
こ
と
で
地
域
の
復
興
に
も
つ
な
げ
た
い
と

い
う
熱
い
思
い
に
審
査
委
員
一
同
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。
栃
木
県
農
業
大
学
校
の
糸
川
夏

海
さ
ん
の
作
品
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
正
面

か
ら
捉
え
た
非
常
に
斬
新
な
作
品
で
す
。
作

品
中
の
「
女
性
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
と
諦

め
て
い
た
の
が
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
」
、
ま
さ
に
性
別
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
し
い
思
い
が
あ
ふ
れ
た
瞬
間
だ

と
思
い
ま
す
。
北
海
道
帯
広
農
業
高
校
の
砂

川
律
さ
ん
は
非
農
家
出
身
な
が
ら
一
念
発
起

し
て
酪
農
を
志
し
帯
農
に
進
学
し
ま
し
た
。

酪
農
の
魅
力
を
自
ら
の
成
長
に
即
し
て
実
感

し
て
い
る
こ
と
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る

作
品
で
す
。

左から、福島県農業総合センター農業短期大学校・菅野泰夢さん、北
海道岩見沢農業高等学校・茂木千波さん、北海道帯広農業高等学校・
砂川律さん、栃木県農業大学校・糸川夏海さん

日本獣医生命科学大学教授
小澤 壯行先生

　（敬称略）

＊各受賞作品は全農酪農の夢コンクールのHPでご覧いただけます（次頁のQRコードからアクセス、または「全農 酪農の夢」で検索）。

★
最
優
秀
賞
★

　
乳
で
広
が
る
無
限
の
可
能
性

　

北
海
道
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校

　

畜
産
科
学
科 

３
年 

茂
木 

千
波

★
優
秀
賞
★

　
私
の
夢

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

　

畜
産
経
営
学
科 

１
年 

菅
野 

泰
夢

　
牛
を
愛
す
る
全
て
の
人
が

　
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に

　

栃
木
県
農
業
大
学
校

　

畜
産
経
営
学
科 

２
年 

糸
川 

夏
海

　
非
農
家
の
私
と
酪
農

　

北
海
道
帯
広
農
業
高
等
学
校

　

酪
農
科
学
科 

２
年 

砂
川  

律

★
佳
　
作
★

　

帯
広
畜
産
大
学

　

畜
産
科
学
課
程 

２
年 

谷  

夏
海

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

　

畜
産
学
部
酪
農
科 

２
年 

長
野  

楓

　

秋
田
県
立
西
目
高
等
学
校

　

総
合
学
科
農
業
科
学
系
列 

２
年 

柴
田  

椛

　

栃
木
県
立
那
須
拓
陽
高
等
学
校

　

農
業
経
営
科 

１
年 

木
村 

日
音

　

富
山
県
立
中
央
農
業
高
等
学
校

　

生
物
生
産
科 

３
年 

松
浦 

日
依
梨

全農学生「酪農の夢」コンクール全農学生「酪農の夢」コンクール

茂木さんの夢に大きな影響を与えた日本獣
医生命科学大学・三浦先生がお祝いに駆け
つけた

審査講評審査講評最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

第15回
同時開催



乳
製
品
に
興
味
が

あ
り
、
専
門
的
に

学
び
た
い
と
考
え
、

北
海
道
岩
見
沢
農

業
高
校
に
進
学
し

ま
し
た
。
日
々
の

授
業
や
実
習
は
と

て
も
充
実
し
、
畜

産
の
授
業
で
学
習

し
た
六
次
産
業
に

つ
い
て
さ
ら
に
興

味
が
湧
き
ま
し
た
。

「
酪
農
の
本
場
で

あ
る
北
海
道
の
酪

農
経
営
や
チ
ー
ズ

エ
房
を
実
際
に
見

て
み
た
い
」
と
思

い
、
長
期
休
み
に

は
先
生
の
紹
介
で

牧
場
や
チ
ー
ズ
工

房
へ
研
修
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
江
別
市
に
あ
る
町
村
農
場

さ
ん
で
す
。
北
海
道
酪
農
の
父
「
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ

ン
」
の
教
え
を
受
け
、
1
9
1
7
年
か
ら
酪
農
業

と
共
に
チ
ー
ズ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
製
造

も
行
う
農
場
で
す
。

　

チ
ー
ズ
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
乳
製
品
が
大
好
き
な
私
は
乳

加
工
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
、
わ
く
わ
く
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
実
際
に
製
造
が
始
ま
る

の
は
7
時
か
ら
だ
け
ど
事
前
の
準
備
も
見
た
か
っ

た
ら
朝
の
集
合
は
早
い
よ
〜
起
き
れ
る
？
」
と
聞

か
れ
ま
し
た
が
、
全
て
の
工
程
を
見
た
い
私
は
早

朝
5
時
に
は
チ
ー
ズ
室
へ
行
き
ま
し
た
。
工
場
内

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
大
き
な
タ

　

私
の
実
家
は
、
千
葉
県
で
酪
農
を
営
ん
で
い
ま

す
。
物
心
つ
い
た
時
に
は
牛
が
い
て
、
食
卓
に
は

自
家
製
の
チ
ー
ズ
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
中
山
間

地
に
位
置
す
る
我
が
家
に
は
牛
が
の
び
の
び
で
き

る
放
牧
地
も
自
家
飼
料
を
栽
培
で
き
る
十
分
な
土

地
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乳
を
搾
る
父
、
そ
の
生
乳

で
チ
ー
ズ
を
作
る
母
の
姿
を
見
て
き
た
私
は
酪
農

家
と
い
う
家
業
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
生

乳
は
毎
日
集
乳
車
が
回
収
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
チ
ー
ズ
は
売
れ
残
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
生
乳
を
無
駄
な
く
最
大
限
に
活
用

し
た
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
新
た
な
商
品
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
環
境
で
育
っ
た
私
は
幼
い
頃
か
ら
酪
農
や

ン
ク
か
ら
チ
ー
ズ
室
に
生
乳
を
送
る
こ
と
か
ら
製

造
は
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
作
る
の
は
モ
ッ
ツ

ア
レ
ラ
チ
ー
ズ
と
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
で
す
。
私

の
母
も
家
で
製
造
し
て
い
る
の
で
、
製
造
方
法
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
使
用
す
る
生
乳
の
量
も
多
く
、

機
械
や
道
具
も
初
め
て
見
る
も
の
ば
か
り
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
生
乳
の
殺
菌
、
凝
乳
、
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
と
順
調
に
作
業
は
進
み
、
次
は
ホ
エ
イ

の
分
離
で
す
。
そ
の
時
、
チ
ー
ズ
バ
ッ
ト
の
ホ
エ
イ

の
排
出
口
と
壁
に
空
い
て
い
る
円
形
の
小
さ
な
穴

に
ホ
ー
ス
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く
見
る

と
そ
の
穴
は
外
に
待
機
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
タ

ン
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
質
問
し
て
み
る
と

「
ホ
エ
イ
は
産
業
廃
棄
物
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
処
理
し

な
い
と
だ
め
な
ん
だ
よ
、
ウ
チ
み
た
い
に
生
産
量

多
い
と
こ
ろ
は
処
理
す
る
の
も
大
変
な
ん
だ
よ
ね

…
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
は

朝
か
ら
の
大
雪
で
タ
ン
ク
と
室
内
と
の
接
続
部
分

に
雪
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
、
ホ
エ
イ
が
上
手
く

入
っ
て
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
エ
イ
の
処
理
に

時
間
が
か
か
り
、
次
の
作
業
に
も
遅
れ
が
。
一
分
一

秒
の
わ
ず
か
な
時
間
と
の
勝
負
に
な
る
チ
ー
ズ
製

造
に
と
っ
て
作
業
の
遅
れ
は
製
品
の
味
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
ま
た
原
料
乳
の
約
80
％
が
ホ
エ
イ

と
し
て
大
量
に
排
出
さ
れ
る
上
に
、
固
形
分
の

50
％
が
ホ
エ
イ
に
流
失
し
ま
す
。
な
の
に
そ
の
ホ

エ
イ
を
処
理
す
る
た
め
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
飼
料
を
食
べ
る
牛
か
ら
生
産
さ
れ
る

生
乳
な
の
に
ほ
と
ん
ど
が
ホ
エ
イ
と
し
て
廃
棄
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
豊
富
な
タ
ン
パ
ク
質
と
牛

乳
由
来
の
栄
養
素
が
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
。

何
て
チ
ー
ズ
は
贅
沢
な
食
べ
物
な
の
だ
ろ
う
か
と
、

そ
の
光
景
が
ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

授
業
で
専
門
教
科
を
学
び
、
自
主
的
な
研
修
を

通
し
て
私
は
乳
製
品
だ
け
で
は
な
く
、
六
次
産
業

に
つ
い
て
も
さ
ら
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
も
っ
と
深
く
大
学
で
学
び
た
い
と
先
生
方

に
相
談
し
ま
し
た
。
「
私
の
後
輩
で
チ
ー
ズ
に
つ

い
て
面
白
い
研
究
を
し
て
い
る
准
教
授
が
い
る
ん

だ
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
見
に
行
っ
て
ご
ら
ん
」
と
先

生
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

で
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
チ
ー
ズ
の
研
究

に
私
は
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
」
で
す
。
ホ
エ
イ
と
生
ク
リ
ー

ム
を
ひ
た
す
ら
煮
詰
め
る
こ
と
で
乳
糖
と
ア
ミ
ノ

酸
が
結
び
つ
く
メ
イ
ラ
ー
ド
反
応
が
起
き
、
ブ
ラ

ウ
ン
の
名
の
通
り
茶
色
く
濃
厚
で
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

よ
う
な
味
わ
い
に
な
る
チ
ー
ズ
で
す
。
実
際
に
試

食
さ
せ
て
も
ら
う
と
砂
糖
が
入
っ
て
い
な
い
の
に

こ
ん
な
に
甘
い
の
か
と
驚
く
ほ
ど
甘
く
、
本
当
に

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
よ
う
な
味
が
し
ま
す
。
「
煮
詰
め

る
だ
け
で
と
て
も
簡
単
な
作
り
方
だ
が
、
廃
棄
し

て
い
た
ホ
エ
イ
が
商
品
に
な
る
こ
と
で
チ
ー
ズ
工

房
の
新
た
な
収
入
源
に
な
る
ん
だ
」
と
食
品
科
学

科
の
三
浦
孝
之
准
教
授
は
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
調
べ
て
み
る
と
こ
の
チ
ー
ズ
は
、
日
本
だ
け
で

は
な
く
世
界
的
に
も
認
知
度
は
低
い
で
す
。
で
す

が
、
味
は
甘
く
て
お
い
し
い
し
、
作
り
方
は
シ
ン
プ

ル
で
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
廃
棄
し
て
い
た
ホ
エ

イ
が
商
品
に
な
る
！
こ
れ
こ
そ
も
っ
た
い
な
い
と

感
じ
た
ホ
エ
イ
廃
棄
の
画
期
的
な
解
決
策
だ
と
私

は
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
を

製
造
す
る
た
め
に
は
ず
っ
と
ホ
エ
イ
を
攪
拌
す
る

必
要
が
あ
り
、
多
く
の
時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま

す
。
栄
養
価
の
高
い
乳
を
無
駄
な
く
利
用
す
る
新

た
な
商
品
が
「
手
間
が
か
か
る
か
ら
実
践
し
に
く

い
」
と
い
う
理
由
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
と

て
も
惜
し
い
こ
と
で
す
。

　

畜
産
の
授
業
で
世
界
の
酪
農
生
産
者
の
85
％
は

飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
の
小
規
模
農
家
に
多

く
、
水
の
制
約
が
多
い
地
域
で
の
畜
産
業
へ
の
比

重
は
高
い
と
習
い
ま
し
た
。
ホ
エ
イ
に
は
タ
ン
パ

ク
質
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
成
分
が
残
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
は
フ
ー

ド
ロ
ス
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
美
味
し
く
、
栄
養

価
や
保
存
性
の
高
い
商
品
の
開
発
と
飢
餓
に
苦
し

む
発
展
途
上
国
で
の
利
用
で
栄
養
不
足
人
口
問
題

に
貢
献
で
き
ま
す
。
ま
た
、
少
量
の
摂
取
で
多
く

の
栄
養
素
を
手
軽
に
補
給
で
き
る
た
め
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
で
あ
る
S
D
G
s
達
成
に
向
け
て

も
重
要
な
活
動
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
ん
な

ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
と
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
る
「
国
連
食
料
サ

ミ
ッ
ト
2
0
2
1
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。
畜
産
を
学

ぶ
農
業
高
校
生
と
し
て
学
校
で
の
循
環
型
農
業
の

実
践
や
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
を
軸
に
環
境
に
調
和
し

た
農
業
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
言
し
ま
し
た
。
内

容
を
考
え
る
う
え
で
農
林
水
産
省
の
方
と

z
o
o
m
会
議
を
行
い
、
世
界
や
日
本
の
農
業
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の

参
加
者
で
行
わ
れ
た
全
体
対
話
で
は
大
手
企
業
の

方
や
全
国
の
農
業
高
校
生
と
意
見
を
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
が
多
く
の

人
へ
発
信
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
向
け

て
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
食
品
ロ
ス
は
年
間
約
6
1
2
万
ト
ン
。

世
界
で
は
生
産
さ
れ
た
3
分
の
1
、
約
13
億
ト
ン

の
食
料
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ー
ズ
を
提
案
し
、

「
未
来
の
農
業
者
」
と
し
て
、
栄
養
価
の
高
い
乳
を

無
駄
な
く
利
用
す
る
仕
組
み
を
多
く
の
人
に
発
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
取
り

組
み
で
も
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
仲
間
が
多
く
な

れ
ば
世
界
は
き
っ
と
変
わ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

全農　酪農の夢 検 索 で「モゥ～っと牛乳／全農」のページもご覧ください。本人による朗読も、動画でご覧いただけます。

第15回

乳で広がる無限の可能性乳で広がる無限の可能性
全農学生「酪農の夢」コンクール 最優秀作品

北海道岩見沢農業高等学校
畜産科学科 ３年 茂木 千波さん

◆
な
ぜ
就
農
し
た
り
、
後
を
継
ご
う
と
い
う
思
い

に
な
っ
た
の
で
す
か
。

（
岩
見
沢
農
業
高
校
・
茂
木 

千
波
さ
ん
）

●
夫
は
幼
い
頃
か
ら
ず
っ
と
ぶ
れ
ず
に
酪
農
家
に

な
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
そ
の
ま
ま
就

農
し
ま
し
た
。
酪
農
学
園
大
学
に
進
学
し
た
時
に

は
周
り
よ
り
も
経
験
し
て
い
る
分
強
み
が
あ
る
と

思
っ
た
よ
う
で
、
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の

を
活
か
す
と
い
う
上
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
酪
農
の

仕
事
を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

（
高
知
県
・
高
橋 

彩
希
さ
ん
）

◆
私
は
自
給
飼
料
生
産
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
学
ん
だ
方
が
い
い
こ
と
や
覚
え

て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学

校
・
菅
野 

泰
夢
さ
ん
）

●
自
給
飼
料
は
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
適
正
な
も

の
、
育
ち
方
が
全
く
違
っ
て
い
て
、
北
海
道
で
実

習
し
た
技
術
を
福
島
で
そ
の
ま
ま
落
と
し
込
め
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
が
立
つ
場
所

を
決
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
こ
を
も
と
に
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
埼
玉
県
・
松
本 

陽
一
さ
ん
）

●
考
え
方
が
す
ご
く
大
事
で
す
。
私
は
〝
農
業
と

は
意
義
の
あ
る
仕
事
だ
〞
と
知
っ
て
酪
農
を
は
じ

め
ま
し
た
。
消
費
者
が
喜
ぶ
お
い
し
い
牛
乳
は
健

康
な
牛
か
ら
、
健
康
に
飼
う
に
は
い
い
餌
、
い
い

餌
を
作
る
に
は
い
い
牧
草…

…

と
考
え
る
基
点
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
考
え
方
が
変
わ
る
と
も
の
の

見
方
が
変
わ
る
し
、
次
の
行
動
も
変
わ
っ
て
く

る
。
そ
れ
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
茨
城
県
・
鈴
木 

昇
さ
ん
）

◆
女
性
と
よ
り
よ
い
関
係
性
を
も
っ
て
一
緒
に
酪

農
経
営
を
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
か
。

（
栃
木
県
農
業
大
学
校
・
糸
川 

夏
海
さ
ん
）

●
私
の
牧
場
で
は
外
国
人
研
修
生
も
含
め
従
業
員

は
す
べ
て
女
性
で
す
。
男
性
に
し
か
で
き
な
い
と

い
う
仕
事
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
し
て
も
そ

れ
も
経
験
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
で

き
る
よ
う
に
、
も
て
な
い
も
の
が
あ
る
な
ら
機
械

で
解
決
す
る
、
そ
の
た
め
の
資
格
を
と
る
、
そ
う

い
う
考
え
方
で
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
福
岡
県
・
藤
野 

和
有
基
さ
ん
）

◆
酪
農
の
や
り
方
は
農
家
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
正
解
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
あ

っ
た
酪
農
を
見
つ
け
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

（
帯
広
農
業
高
校
・
砂
川 

律
さ
ん
）

●
自
分
自
身
も
酪
農
家
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
、

独
立
し
た
後
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
、
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
酪
農
を
目
指
し
て
い

け
ば
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
く
る
の
で
、
悩
む
必

要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
井
県
・
萱
森 

健
太
さ
ん
）

●
私
の
場
合
、
は
じ
め
は
子
育
て
で
時
間
が
な
か

っ
た
の
で
、
コ
ツ
コ
ツ
と
使
い
や
す
い
牛
舎
に
し
た

り
、
機
械
を
導
入
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
ま

し
た
。
日
々
の
生
活
と
酪
農
経
営
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
事
に
し
て
き
た
こ
と
が
、
自
分
に
あ
っ
た
〝
趣
味

を
楽
し
む
経
営
〞
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
・
清
水 

繁
勝
さ
ん
）

受
賞
者
座
談
会

受
賞
者
座
談
会

「
酪
農
の
夢
」
コ
ン
ク
ー
ル

「
酪
農
の
夢
」
コ
ン
ク
ー
ル



者
に
福
島
県
産
の
食
品
が
安
全
・
安
心
だ
と

い
う
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
集
乳
の
際

の
放
射
能
検
査
は
現
在
も
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

福
島
は
お
い
し
い
水
・
お
い
し
い
米
・
お

い
し
い
果
物
の
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

き
た
地
域
で
あ
り
、
酪
農
に
お
い
て
も
豊
か

な
自
然
を
背
景
に
発
展
し
、
私
た
ち
乳
業

メ
ー
カ
ー
も
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
生
乳
を
よ
り
お
い
し

く
皆
様
の
食
卓
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う
技
術

を
磨
き
、
そ
し
て
会
社
が
か
か
げ
る
ビ
ジ
ョ

ン
（
め
ざ
す
姿
）
に
あ
る
、「
酪
農
家
と
消
費

者
の
懸
け
橋
と
し
て
、
地
域
の
酪
農
振
興

と
、
地
域
の
人
々
の
健
康
的
な
食
生
活
に
貢

献
す
る
乳
業
会
社
」
を
め
ざ
し
社
員
一
同
、

心
を
一
つ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
旧
来
か

ら
の
お
取
引
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
で
も
多
く
の
お
客
様
に
手
に
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
農
協
系
と
専
門
農
協
系
の

乳
業
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に

　

両
社
に
お
い
て
生
乳
の
高
付
加
価
値
化
な

ど
同
じ
目
的
に
沿
い
生
産
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
競
い
合
う
こ
と
で
高
み
を
目
指
す

の
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
近

い
将
来
の
人
口
動
向
や
経
済
状
況
の
先
行
き

を
見
据
え
、
合
併
へ
の
協
議
が
持
た
れ
た
の

が
新
会
社
設
立
か
ら
10
年
ほ
ど
前
で
し
た
。

そ
ん
な
矢
先
の
２
０
１
１
年
３
月
に
東
日
本

大
震
災
と
原
発
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
両

社
に
よ
る
原
発
事
故
の
影
響
や
風
評
被
害
か

ら
の
懸
命
な
立
て
直
し
に
よ
り
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
２
０
１
９
年
に
、
事
業
再
編
の

検
討
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

総
合
農
協
系
と
専
門
農
協
系
が
一
緒
に
な

る
の
は
全
国
で
も
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
風
評

酪
農
家
と
と
も
に

　

２
０
２
１
年
10
月
１
日
、「
私
た
ち
は
、
酪

農
家
が
育
ん
だ
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
、

安
全
で
新
鮮
な
美
味
し
い
牛
乳
・
乳
製
品
を

消
費
者
へ
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
酪
農
家

の
営
農
に
貢
献
し
、
豊
か
な
社
会
づ
く
り
や

環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
地
域
か
ら
支
持
さ

れ
る
企
業
を
目
指
し
ま
す
。」
の
理
念
の
も

と
、
共
に
福
島
県
を
地
盤
に
も
つ
、
総
合
農

協
系
で
あ
る
東
北
協
同
乳
業
株
式
会
社
と
専

門
農
協
系
の
酪
王
乳
業
株
式
会
社
が
新
設
合

併
に
て
〝
酪
王
協
同
乳
業
株
式
会
社
〞
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

旧
東
北
協
同
乳
業
（
福
島
県
本
宮
市
）
は

本
社
工
場
と
し
て
機
能
し
、
主
に
牛
乳
・
発

酵
乳
・
プ
リ
ン
の
製
造
を
行
い
年
間
の
集
乳

量
：
２
万
２
０
０
０
ト
ン
を
維
持
し
ま
す
。

旧
酪
王
乳
業
（
福
島
県
郡
山
市
）
は
郡
山
工

場
と
し
て
稼
働
し
、
主
に
牛
乳
・
乳
飲
料
・

発
酵
乳
の
製
造
を
行
い
年
間
の
集
乳
量
：
１

万
９
０
０
０
ト
ン
を
維
持
し
、
両
工
場
で
集

乳
お
よ
び
製
品
製
造
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
合
併
に
よ
り
福
島
県
内
の
学
乳
供
給

割
合
が
８
割
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
子
供
た
ち
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
食

品
を
供
給
す
る
と
い
う
使
命
を
全
う
す
る
と

と
も
に
、
安
心
安
全
で
お
い
し
い
商
品
を
一

被
害
な
ど
を
共
に
乗
り
越
え
、
製
品
の
業
務

委
託
な
ど
協
力
的
・
合
理
的
な
業
務
を
行
っ

て
き
た
両
社
で
生
産
の
合
理
化
や
集
送
乳
路

線
の
集
約
な
ど
に
よ
る
競
争
力
の
強
化
を
模

索
し
た
結
果
、
２
０
２
１
年
10
月
１
日
に
新

設
合
併
に
て
新
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。

食
べ
る
「
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
」

プ
リ
ン
で
開
発
ス
タ
ー
ト

　

両
社
か
ら
引
き
継
い
だ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

牛
乳
で
は
「
農
協
牛
乳
」「
酪
王
牛
乳
」、
発

酵
乳
で
は
「
11
／
19

－

Ｂ
１
乳
酸
菌
ヨ
ー
グ

ル
ト
」、
乳
飲
料
で
は
「
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
」

な
ど
が
あ
る
中
、
新
た
に
両
社
の
強
み
を
最

大
に
活
か
せ
る
商
品
の
開
発
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

合
併
当
初
、「
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
」

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
と

酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
フ
ァ
ン
か
ら
心
配

の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
心
配
を
払
拭
す
る

べ
く
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
は
今
後
も
継

続
し
、
尚
且
つ
、「
酪
王
カ
フ
ェ
オ

レ
」
を
長
年
守
り
続
け
て
き
た
ス

タ
ッ
フ
の
も
と
、
こ
だ
わ
り
ぬ
き
作
り
あ
げ

た
商
品
と
し
て
「
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
プ
リ

ン
」
の
開
発
を
す
す
め
、
２
０
２
１
年
11
月

１
日
に
発
売
（
一
部
の
量
販
店
に
て
10
月
25

日
よ
り
先
行
発
売
）
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
今
年
で
45
周
年
を
迎
え
る

酪
王
乳
業
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
「
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
商
品

名
を
茶
色
の
三
角
で
括
り
、
背
面
に
は
フ
ラ

ン
ス
語
に
よ
る
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
の
商
品
説

明
）
を
継
承
し
、
四
角
い
底
が
牛
乳
パ
ッ
ク

を
連
想
さ
せ
る
容
器
を
採
用
し
ま
し
た
。
プ

リ
ン
は
福
島
県
産
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
使
用
す

る
こ
と
で
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
の
コ
ク
を
再
現

し
ま
し
た
。
ま
た
旧
東
北
協
同
乳
業
が
蓄
積

し
て
き
た
デ
ザ
ー
ト
つ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

駆
使
し
卵
黄
な
ど
の
原
料
を
独
自
に
調
整
す

る
こ
と
で
、
く
ち
ど
け
滑
ら
か
な
食
感
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
味
と
香
り
は
、
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ
の
フ
ァ
ン
も
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
発
売
当
初
か
ら
大

人
気
で
、
一
時
、
製
造
・
出
荷
を
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
り

多
く
の
お
客
様
が
手
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
11
月
22
日
（
月
）
よ
り
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン

（
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
）
で
の
販
売
も
開
始
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

風
評
被
害
の
払
拭
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

酪
王
協
同
乳
業
の
販
路
拡
大
を
通
じ
て
消
費

系
統
乳
業
紹
介
●
酪
王
協
同
乳
業
株
式
会
社

一
杯
を
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
な
か
ま

一
杯
を
つ
な
ぐ
私
た
ち
の
な
か
ま

震
災
・
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え

消
費
者
に
牛
乳
・
乳
製
品
を
届
け
る

震
災
か
ら
10
年
の
歳
月
を
乗
り
越
え
、

酪
農
家
と
消
費
者
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る
企
業
を
め
ざ
し
て

●酪王協同乳業株式会社
　本社：福島県本宮市荒井字下原14

・代表取締役社長　鈴木伸洋

【会社概要】

・設立：2021年10月1日
・資本金：9,000万円
・従業員：227人

合併を記念して制作されたベコとダルマ

本社工場風景（福島県本宮市）

郡山工場風景（福島県郡山市）

主力ブランド商品

酪王協同乳業　商品ラインナップ

酪王カフェオレのこだわりを継承した
ファンも納得の「酪王カフェオレプリン」

今年で45周年を迎える酪王乳業
のロングセラー商品「酪王カフェ
オレ」



つ
の
戦
略
視
点
で
今
後
酪
農
乳
業
が
協
働
で

取
り
組
む
べ
き
29
の
行
動
計
画
を
関
係
者
と

一
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
酪
農
生
産
・
環
境
対
策
・

社
会
経
済
・
栄
養
を
テ
ー
マ
（
表
３
）
の
検

討
を
進
め
る
た
め
、
酪
農
乳
業
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
２
０
２

１
年
度
か
ら
専
門
家
・
酪
農
乳
業
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
本
格
的
な
検
討
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
面
は
、
国
内
に
お
け
る
課
題
の
抽
出
と

酪
農
乳
業
に
お
け
る
実
態
把
握
に
つ
い
て
進
め
、

酪
農
乳
業
に
お
け
る
行
動
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
の
作
成
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
予

定
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、政
策
や
国
際
的

な
指
標
の
ほ
か
、
日
本
の
酪
農
乳
業
の
地
域

や
生
産
方
法
な
ど
の
特
徴
、
取
り
組
み
の
検

証
方
法
と
継
続
的
な
改
善
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
導
入
し
た
モ
デ
ル
的
実
践
事
例
を
作
り
関

係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
２
０
２
５
年
の

全
国
的
な
取
組
み
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
な
か
、
２
０
２
１
年
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
10
年
と
し
て

食
料
シ
ス
テ
ム
・
環
境
を
め
ぐ
る
国
際
会
議

が
続
け
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
９
月
に
国
連
が
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

ら
か
に
し
た
「
提
言
力
強
く
信
頼
さ
れ
る
持

続
可
能
な
産
業
を
目
指
し
て
わ
が
国
酪
農
乳

業
の
展
望
あ
る
未
来
に
向
け
た
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た（
＊
）。

　

２
０
２
０
年
か
ら
は
、
こ
の
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
を
達
成
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
発
展
に

着
目
し
、
成
長
性
・
強
靭
性
・
社
会
性
の
３

確
保
と
健
康
へ
の
貢
献
、
家
畜
へ
の
適
切
な

飼
養
環
境
の
提
供
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
テ

ー
マ
と
し
た
４
つ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
策

定
し
、
毎
年
リ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
進
捗
状
況

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
乳
業
事
業
を
行
っ
て

い
る
酪
農
協
で
、
生
産
者
が
行
う
飼
養
管
理

や
安
全
性
、
動
物
福
祉
、
環
境
負
荷
の
軽
減

な
ど
の
持
続
可
能
な
取
り
組
み
に
対
し
て
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
ボ
ー
ナ
ス
乳
価
（
１

kg
あ
た
り
10
銭
か
ら
２
・
５
円
程
度
）
を
支
払

う
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
市
場
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
取

組
み
（
放
牧
な
ど
）
は
、
ボ
ー
ナ
ス
乳
価
の

原
資
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
市

場
で
認
め
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
価
値
が
消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ

る
に
は
、
酪
農
生
産
か
ら
商
品
に
な
る
ま
で

の
過
程
を
検
証
し
、
継
続
的
な
改
善
活
動
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
国
際
的
な

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
Ｊ
ミ
ル
ク
で
は
２

０
１
８
年
か
ら
国
内
酪
農
乳
業
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
９
年
10
月
に
酪
農
乳
業
の
将
来
世
代
に

展
望
あ
る
持
続
可
能
な
産
業
を
受
け
渡
す
た

め
、
目
指
す
べ
き
日
本
の
酪
農
乳
業
の
あ
る

べ
き
姿
や
連
携
し
て
取
り
組
む
戦
略
視
点
、

求
め
ら
れ
る
協
同
行
動
な
ど
の
方
向
性
を
明

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
利
害
関
係
者
と
の

合
意
形
成
、
進
捗
確
認
、
継
続
的
な
対
話
な

ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
酪
農
乳
業
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
表
２
）。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
全
国

の
生
乳
生
産
量
の
60
％
以
上
を
取
り
扱
う
生

産
者
・
乳
業
者
等
で
組
織
さ
れ
た
Ｕ
Ｓ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
「
ス
チ

ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」

と
題
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
２
０

５
０
年
ま
で
の
目
標
を
立
て
、
温
室
効

　

持
続
可
能
な
酪
農
産
業
に
向
け
た
取
り
組

み
を
３
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
、
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
酪
農
乳
業
の
か
か
わ
り
や
、
持
続
可
能

な
取
り
組
み
が
世
界
の
政
策
に
反
映
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
、
日
本
に
お
い
て
も
農
林
水

産
省
が
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

を
策
定
し
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
な
ど
環
境
に

配
慮
し
た
政
策
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
酪
農
乳
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
組
み
と
し
て
、
世
界
の
酪
農
団
体
で
あ

る
国
際
酪
農
連
盟
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
採
択
し
た

２
０
１
６
年
の
「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
宣
言
」
を

起
点
に
、
世
界
の
酪
農
乳
業
関
係
者
が
目
指

し
て
い
る
取
り
組
み
と
海
外
の
事
例
、
国
内

で
は
何
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
宣
言
で
は
、
増
え
続
け
る

人
口
に
対
し
て
酪
農
が
ど
の
よ
う
な
持
続
可

能
な
方
法
で
食
糧
供
給
で
き
る
の
か
指
針
が

提
案
さ
れ
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国
の
酪
農

乳
業
界
が
こ
れ
に
署
名
し
て
い
ま
す
（
世
界

各
国
の
合
意
内
容
は
表
１
の
通
り
）。
社
会
・

経
済
・
健
康
・
環
境
の
各
分
野
に
配
慮
し
、

持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の

果
ガ
ス
の
削
減
、
水
使
用
量
の
最
適
化
、
施

肥
の
最
適
化
に
よ
る
水
質
改
善
を
掲
げ
２
０

２
０
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
４
つ
の
酪
農
乳

業
団
体
が
連
携
し
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン

デ
イ
リ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
を
目
標
と
し
て
、
酪
農
経

営
の
持
続
可
能
性
と
所
得
の
向
上
、
安
全
の

開
催
し
た
「
食
料
シ
ス
テ
ム
サ
ミ
ッ
ト
」
で

は
、
加
盟
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
声
明
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
レ
ベ
ル
で
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
流
れ
が
動
き
だ
し
て
い
ま
す
（
我
が

国
で
は
農
林
水
産
省
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
な
ど
）
。

　

ま
た
、
10
月
下
旬
か
ら
は
英
国
グ
ラ
ス
ゴ

ー
で
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
会
議

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
」
が
開
催
さ
れ
、
異
常
気
象
な
ど

気
候
変
動
に
よ
る
悪
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上
昇

幅
を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を
す
べ
き
と

し
た
パ
リ
協
定
（
２
０
１
５
年
採
択
）
に
つ

い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
畜
産
酪
農

に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ

カ
の
ほ
か
日
本
を
含
む
１
０
３
ヵ
国
が
参
加

し
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

メ
タ
ン
を
30
％
削
減
に
向
け
た
枠
組
み
も
構

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
や
環
境
へ
の

対
応
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
が
酪
農
乳
業
に
お

け
る
対
応
の
速
度
を
上
回
っ
て
し
ま
う
と
、

信
頼
を
損
ね
産
業
の
価
値
を
失
墜
さ
せ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
し

て
国
内
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
次
回

は
、
消
費
者
が
考
え
る
持
続
可
能
な
取
り
組

み
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
日
本
の
酪
農
乳
業
が

目
指
す
持
続
可
能
な
産
業
や
価
値
を
考
え
て

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
の
酪
農
乳
業
関
係
者
が
目
指
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
宣
言
に
対
応
し
た

各
国
の
取
組
み
事
例

「
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
と

達
成
に
向
け
て
の
仕
組
み
作
り

各
国
で
さ
ら
に
進
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

日
本
酪
農
が
目
指
す
べ
き
方
向
は
？

表１　ロッテルダム宣言における合意事項

表２　海外の持続可能な取り組みの事例

表３　Ｊミルクにおける検討プロジェクトの概要

一般社団法人Ｊミルク　生産流通グループ　関  芳和

日本酪農の展望　第２回

持続可能 な 酪農産業 を 目指して
社会のニーズに応え
酪農乳業の信頼と価値を維持する

＊詳細はＪミルクウェブサイト
　https://www.j-milk.jp/news/teigen2020.html

①社会、経済、健康、環境の各分野に配慮しながら、持続可能な酪農生産体制
を促進する統合的な取組を進める。

②家族経営の生産者や小自作農、牧畜家のニーズに配慮する。

③酪農乳業界における持続可能な取り組みを特定するとともに、取り組みを促
進するためのツールやガイドラインの策定、実施、普及に努める。

④持続可能な取り組みを支援し、実現に向けた環境づくりの機能強化に努める。

⑤持続可能性の実現に向けた取り組み成果の測定と報告を行う。

⑥利害関係者との合意形成、進捗確認、継続的な改善に向けた対話を強化する。



な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、
外
出
自
粛
や
在
宅
勤

務
の
拡
大
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
需
要
の
減
少
に

伴
い
市
場
が
低
迷
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
酪
農
部
で
は
、
牛
乳
の
需
要
を

拡
大
す
る
こ
と
で
「
日
本
の
酪
農
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
自
ら
牛

乳
を
た
っ
ぷ
り
と
（
50
％
以
上
使
用
）
使
っ

た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
の
開
発
と
販
売
を
行
う
に

至
り
ま
し
た
。

　

飲
用
需
要
が
落
ち
込
む

冬
季
に
合
わ
せ
て
製
造
・

販
売
を
す
る
こ
と
で
需
給

調
整
お
よ
び
消
費
喚
起
に

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

価
格
が
異
な
り
、
牛
乳
な
ど
の
飲
用
向
け
が

最
も
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
る
）
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

低
迷
す
る
需
要
を
喚
起
し

日
本
酪
農
を
応
援
し
た
い

　

缶
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
業
務
用

牛
乳
を
使
用
す
る
清
涼
飲
料
市
場
も
、
例
外

を
全
国
域
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
乳
や
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
と
い

っ
た
乳
製
品
の
食
品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど

へ
の
販
売
を
通
じ
て
需
要
拡
大
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
缶
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
業
務
用
牛
乳

（
殺
菌
乳
）
を
飲
料
メ
ー
カ
ー
に
販
売
す
る

殺
菌
乳
事
業
は
、
牛
乳
の
需
要
を
拡
大
し
生

産
者
の
所
得
向
上
（
生
乳
は
用
途
に
よ
っ
て

牛
乳
を
50
％
以
上
使
用
し
た

贅
沢
な
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

　

牛
乳
を
50
％
以
上
と
贅
沢
に
使
用
。
茶
葉

に
は
神
奈
川
県
産
「
箱
根
山
麓
紅
茶
」
を
使

用
し
、
ミ
ル
ク
の
コ
ク
と
、
紅
茶
の
爽
や
か

な
香
り
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
味
わ
え
ま
す
。

　

箱
根
山
麓
を
は
じ
め
と
す
る
神
奈
川
県
西

部
地
域
で
生
産
さ
れ
る
「
箱
根
山
麓
紅
茶
」

は
、
苦
み
が
少
な
く
マ
イ
ル
ド
な
口
当
た
り

で
、
ほ
ん
の
り
と
薫
る
紅
茶
特
有
の
香
り
が

特
徴
で
す
。

生
産
者
の
所
得
向
上
に

貢
献
す
る
殺
菌
乳
事
業

　
Ｊ
Ａ
全
農
酪
農
部
は
、
消
費
者
の
み
な
さ

ま
の
食
卓
に
、
新
鮮
で
お
い
し
い
牛
乳
や
乳

製
品
を
安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
、
毎

日
牧
場
で
搾
ら
れ
る
生
乳
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

３
年
連
続
増
産
の
一
方
で
需
要
は
緩
和

　

現
在
、
生
乳
生
産
量
は
、
酪
農
家
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
順
調
に
推

移
し
、
２
０
２
１
年
度
も
前
年
比
１
０
２
％

台
と
３
年
連
続
の
増
産
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
、
生
乳
需
要
は
期
待
通
り

回
復
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
の
消
費
の
低
迷
が
続

く
と
学
校
給
食
牛
乳
が
な
く
な
る
年
末
年

始
・
年
度
末
の
需
給
状
況
は
、
例
年
に
な
く

緩
和
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
全
農
酪
農
部
で
は
、
年
末
年
始
に
お
け
る

牛
乳
の
事
情
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
特

集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

飲
用
向
け
需
要
が
減
少
す
る
冬
に
、

　
　
　
　
　
　
　
飲
ん
で
酪
農
家
を
応
援
！

乳
飲
料
「
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」

乳
飲
料
「
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」

●特集ページ

「箱根山麓紅茶」。箱根山麓一帯で生産され
た緑茶品種茶葉を原料とする紅茶で苦みが
少ないことが特徴

新商品のご案内新商品のご案内

●ミルクティー商品紹介●酪市酪座
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